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○ 原子力緊急事態宣言（次の事項の公示）

○ 原子力災害対策本部を設置

１．原子力防災について

○ 原子力緊急事態の判断基準

○ 原子力緊急事態に進展する事象の通報基準

原子力災害対策特別措置法（原災法）では、以下の基準及び対応を規定。

対
象
事
象

発
生
後
の
対
応

緊急事態応急対策を実施すべき区域

原子力緊急事態の概要

対象区域内の居住者等に対し周知されるべき事項

敷地境界付近で500μSv/時（１０分間以上）

原子炉停止機能の全てが喪失

原子炉冷却材の漏えい時に全ての非常用炉心冷却装置が機能喪失　等

敷地境界付近で5μSv/時（１０分間以上）

非常用炉心冷却装置を必要とする原子炉冷却材の漏えいが発生

制御棒による原子炉停止が不可能　等
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JCO事故で計測された値

約7,000mSv/年
（840μSv/時）

自然界から
１年間に
受ける線量

2.4mSv/年

10mSv/年 100mSv/年 1000mSv/年 10,000mSv/年

線量率

・敷地境界付近で43.8mSv/年※１※３ （5μSv/時）

（１０分間以上）
・非常用炉心冷却装置を必要とする原子炉冷却
材の漏えいが発生
・制御棒による原子炉停止が不可能　等

＜通報基準＞
原子力事業者の通報基準（原災法第１０条）

・敷地境界付近で4,380mSv/年※２※３（500μSv/時）

（１０分間以上）
・原子炉停止機能の全てが喪失
・原子炉冷却材の漏えい時に全ての非常用炉心冷却
装置が機能喪失　等

＜緊急事態判断基準＞
原子力緊急事態宣言の判断基準（原災法１５条）　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

約２０倍

※１　約２０日で、１年間に自然界から受ける線量と同等となる。
※２　約５時間で、１年間に自然界から受ける線量と同等になる。
※３　年間に人が浴びる線量と比較が容易なよう、敢えて年単位への換算を行ったもの。

異常事態発生の際の通報基準及び緊急事態判断基準
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※その後も、事態の進展に伴い、報告を受ける。
※事態が収束した後、原因・対策について、主務大臣に報告。

トラブルの発生について遅滞なく報告すること。［炉規法62条の3］

原子力防災管理者の主務大臣への通報が義務付けられている。［原災法10条］
10条事象の基準が定められている。[原災法施行令4条]

事故・故障等の進展事故・故障等の進展

主務大臣への報告

主務大臣への通報（10条通報）

主務大臣への通報（15条通報）

15条事象の基準が定められている。[原災法施行令6条]

対応対応

炉
規
法

原
災
法

5μSv/h。
実用発電用原子炉の運転を制御棒の挿入により停止することができないこと等

500μSv/h。
実用発電用原子炉の運転を非常用の中性子吸収材の注入によっても停止することができないこと等

トラブル発生

１５条事象

１０条事象

原子炉施設の故障による原子炉の停止。
気体、液体状の放射性廃棄物の放出の異状等

対象事象例対象事象例

法令に基づく原子力発電所等における事業者の事故・故障等への対応
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原子力施設の事象の国際評価尺度
（International Nuclear Event Scale）



6

事故現場

オフサイトセンターオフサイトセンターオフサイトセンター

技術的助言助言要請 技術的助言
※

原子力防災専門官

住民

指示・情報提供等

災害の拡大防止等

避難､屋内退避等の指示
（市町村長）

・避難等の支援　・放射線量の公表
・被災者の救援　・被ばくの線量の推定
・汚染の除去　　・緊急被ばく医療

原子力災害合同対策協議会

国
原子力災害

現地対策本部

国
原子力災害対策本部
本部長　内閣総理大臣

原子力緊急事態の発生

原子力事業者からの異常事態の通報

【東京】 【現地】

派遣、
参画

原子力安全委員会委員
緊急事態応急対策調査委員

原子力安全委員会
原子力安全委員会委員

緊急事態応急対策調査委員

市町村
災害対策本部

都道府県
災害対策本部

都道府県
現地対策本部

災害応急対策支援機関 警察、消防、自衛隊等

被ばく医療機関

原子力災害が発生した場合には、原子力災害対策特別措置法等に基づき、関係機関が相互に協力しつつ対応を実施

原子力事業者

原子力災害対応体制について

【原子力安全委員会が行う助言内容】　※条項は原子力災害対策特別措置法のもの

① 原子力緊急事態の解除に関する事項　〔第１５条第４項〕

② 緊急事態応急対策を実施すべき区域の変更に関する事項　〔第２０条第５項〕

③ 緊急事態応急対策を実施すべき区域内の居住者等に対し周知させるべき事項の変更に関する事項　〔第２０条第５項〕

④ 緊急事態応急対策の実施に関する技術的事項　〔第２０条第６項〕
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中央防災会議中央防災会議

防災基本計画
（災対法34条）

指定行政機関の防災業務計画
（災対法36条）

原子力安全委員会原子力安全委員会

防災指針
（専門的、技術的事項）

内閣総理大臣内閣総理大臣

主務大臣主務大臣

都道府県地域防災計画
（災対法40条）

事業者事業者
原子力事業者防災業務計画

（原災法7条）

市町村地域防災計画
（災対法42条）

通報

地方自治体地方自治体指示

報告

国の職員派遣（原災法10条）

原子力緊急事態発生の判断
緊急事態応急対策実施区域等の公示案作成
総理による関係自治体への指示案作成

防災計画初動体制

原子力防災訓練の実施
（原災法13条）

地域住民への情報伝達
緊急時モニタリング
地域住民の避難誘導
避難場所の開設等

（原災法26条、災対法40条、42条）

緊急時応急対策拠点施設の指定（原災法12条）

原子力防災管理者の選任（原災法9条）
原子力防災要員の配置（原災法8条）

応急処置の実施（原災法25条）

原子力防災管理者の通報義務（原災法10条、15条）

情報の集約
緊急事態宣言（原災法15条）

（原災法15条）

各計画間の整合性は協議等により担保

原子力災害に対する防災計画と初動体制（緊急事態宣言まで）



8

２．防災指針について

指針の位置付け指針の位置付け

○ 防災指針は、国、地方公共団体、事業者が原子力防災に係る計画を策定する際、緊急時における防護対策を実施する際の

　　指針として、原子力安全委員会が防災対策に係る専門的・技術的事項について取りまとめたもの。

○ 防災基本計画第10編 原子力災害対策編において、以下のとおり規定。

指針の対象指針の対象

防災指針が、災害対策基本法（災対法）／原子力災害対策特別措置法（原災法）／防災基本計画の体系に位置付けら

れるものであることを踏まえ、対象は、原子炉等規制法に規定された以下の原子力施設による原子力災害及び核燃料物質等
の輸送時の原子力災害。
なお、武力攻撃原子力災害／Ｎテロについては、防災指針の位置付け、事象の想定が困難なこと、放射線防護の観点のみ

から対策を講ずることが困難なこと等を踏まえ、対象外。（ただし、緊急時において準用する部分はあると考えられる。）

※ 対象施設： 原子炉施設／再処理施設／加工施設／使用施設／廃棄物埋設施設／廃棄物管理施設

専門的・技術的事項については、原子力安全委員会が定めた防災指針「原子力施設等の防災対策について」等を十分
に尊重するものとする。
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防災指針の概要
～ 全体の構成 ～

第1章 序
1－1 本報告書の位置付け
1－2 対象
1－3 防護対策の目的

第2章 防災対策一般

第3章 防災対策を重点的に充実すべき地域の範囲

第4章 緊急時環境放射線モニタリング

第5章 災害応急対策の実施のための指針
5－1 異常事態発生の際の通報基準及び緊急事態判断基準
5－2 防護対策
5－3 防護対策のための指標

第6章 緊急被ばく医療

EPZの設定の考え方、施設の種類に応じた範囲の
めやす（施設からの距離）等を提案。

基本的な考え方を記載。詳細は、「緊急時環境放射線モニタリン
グ指針」による。

基本的な考え方を記載。詳細は、「緊急被ばく医療のあり方について」等による。

本規定に基づき、原災法10条（通報事象）、
15条（緊急事態）が設定。

緊急時の防護対策（屋内退避、コンクリート屋内退避、避難、安定ヨウ素剤
予防服用、飲食物摂取制限、立入制限）の説明及びその実施に係る指標を
提案。
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防災指針の概要
～ 防災対策を重点的に充実すべき地域（ＥＰＺ） ～

「防災対策を重点的に充実すべき地域（EPZ）」とは・・・

緊急時には、原因となっている原子力施設の特性、異常事態の状況、気象条件、地形等を考慮し、臨機応変に対応することが必要。その際、限ら
れた時間を有効に活用し、対処するためには、予め異常事態の発生を仮定し、施設の特性等を踏まえて、その影響の及ぶ可能性のある範囲を技術的
見地から十分な余裕を持たせつつ定め、その範囲に重点を置いて防災対策を充実させておくことが重要。

その範囲を、「防災対策を重点的に充実すべき地域の範囲（EPZ： Emergency Planning Zone）」という。

なお、実際の範囲は、地方公共団体が、地域防災計画を作成する際に、行政区画、地勢等地域に固有の自然的、社会的周辺状況等を勘案し
定めることとなっている。

各原子力施設の種類ごとのEPZのめやす

約1,500m10MW ～ 50MW

約50m＜1ｋW

試験研究炉

約8～10km
原子炉施設

（発電所、研究開発炉、試験研究炉（＞50MW））

約500m100kW ～ 10MW

約100m1kW ～ 100kW

約5km再処理施設

個別に決定特殊な施設

約50m廃棄物埋設施設及び廃棄物管理施設

約500m or 約50m （施設の種類による）加工施設及び使用施設

EPZのめやすの距離（半径）施設の種類

11
【沸騰水型原子炉（ＢＷＲ）の場合の例】

①

②

③

④

　原子力防災対策については、EPZを定め、重点的にその整備を
充実しているところ。
　その範囲のめやすについては、「仮想事故」において放出が想定
される放射性物質量を相当に上回る量の放射性物質が放出され
ることを想定した場合においても、その範囲外では屋内退避を必
要とする線量に達しないことを確認。

基本的考え方基本的考え方

立地評価における「仮想事故」とは・・・

　立地評価の際に、原子力安全委員会の原子炉立地審査指
針は、「仮想事故」を仮定した評価を求めている。
　「仮想事故」は、設計基準事故である「重大事故」に基づくもの
であり、原子炉格納容器内に放出される核分裂生成物の量とし
て炉心内蓄積量に対し、希ガス100%、ヨウ素50%を仮定している。
これは、「重大事故」の50倍の量となっている。

放射性物質

防災指針の概要
～我が国の原子力防災対策における想定されている事象：原子力発電所の場合～
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原子力施設

気象条件、放出源情報に基づ
く放射性物質の拡散予測、予
測線量の推定については、
ＳＰＥＥＤＩにより実施。

原子力施設の状態予
測については、
ＥＲＳＳにより実施。

防災指針の概要
～ 防護対策の実施 ～

【予測線量】 外部：50mSv
内部：500mSv

【予測線量】 外部：10mSv
内部：100mSv

【避難】 or 【コンクリート屋内退避】 【屋内退避】

訓練：2～4km程度 訓練：5～7km程度

【安定ヨウ素剤予防服用】
放射性ヨウ素による内部被ばくの予測線量が
100mSv以上の場合、医師等の付き添いの下、
服用を提案。
ただし、効果が限定的であり、他の防護対策を補
完する対策であることに留意。

オフサイトセンター
国・地方公共団体の現地対策本部
が設置。
原子力安全委員会から緊急技術助
言組織構成員等を派遣し、技術的
助言を行う。

【飲食物摂取制限】
周辺住民等が汚染された飲食物を摂取するまで
には時間がかかり、対策を実施するまでに時間的
余裕があると考えられるので、モニタリング結果を
踏まえ、対策の実施を決定する。

ERSS： Emergency Response Support System
SPEEDI： System for Prediction of Environmental 

Emergency Dose Information
予測線量： 屋外に居続け、何らの措置も講じなければ

受けると予測される線量
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「防災指針」の主な改訂内容
１．防災指針の位置付けの明記

○ 我が国の防災対策については、災害対策基本法及び同法に基づく防災基本計画により、整備が進め
られている。原子力防災対策については、その特殊性に鑑み、これらの法令等に加え、原子力災害対
策特別措置法が制定されているところ。

○ 原子力安全委員会が定めている「原子力施設等の防災対策について」（防災指針）については、上記
防災基本計画第10編 原子力災害対策編において、以下のとおり規定。

専門的・技術的事項については、原子力安全委員会が定めた防災指針「原子力施設等の防災対策
について」等を十分に尊重するものとする。

○ これらの状況を踏まえ、今般の改訂において、防災指針の位置づけを以下のとおり明記。

国、地方公共団体、事業者が原子力防災に係る計画を策定する際、緊急時における防護対策を実
施する際等の指針として、原子力安全委員会が防災対策に係る専門的・技術的事項についてとりまと
めたものである。
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「防災指針」の主な改訂内容
２．防災指針の対象施設の明記

　「１．防災指針の位置付け」に記載したとおり、防災指針が、災害対策基本法／原子力災害対策特別措置法
／防災災基本計画の体系に位置付けられるものであることを踏まえ、対象は、原子炉等規制法に規定された以下
の原子力施設による原子力災害及び核燃料物質等の輸送時の原子力災害であることを明記。

なお、武力攻撃原子力災害／Ｎテロについては、防災指針の位置付け、事象の想定が困難なこと、放射線防護
の観点のみから対策を講ずることが困難なこと等を踏まえ、対象外。
（ただし、緊急時において準用する部分はあると考えられる。）

※ 対象施設
　原子炉施設／再処理施設／加工施設／使用施設／廃棄物埋設施設／廃棄物管理施設
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「防災指針」の主な改訂内容
３．防護対策の目的の明記

○ 防災指針には防護対策の目的が明確には記述されていなかったことから、我が国の実情、防災指針の
　　位置付け等を踏まえ、IAEAの安全要件GS-R-2を参考にして、防護対策の目的として、以下の４項
　　目を明記。

・ 周辺住民、原子力施設従事者及び防災業務関係者等の確定的影響の発生を防止すること。

・ 被ばく患者に応急処置を実施し、また、放射線障害に対する治療等を適切に行うこと。

・ 被ばく集団における確率的影響の発生を実行可能な範囲で低減すること。

・ 周辺住民、原子力施設従事者及び防災業務関係者等の健康不安を軽減すること。

○ これらの事項に加え、防護対策を実施する際には、国際放射線防護委員会（ＩＣＲＰ）等において示さ
れた正当化及び最適化の原則を勘案することの重要性を指摘。
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「防災指針」の主な改訂内容
４ー１．IAEA文書におけるPAZ/UPZ

IAEA文書（ＧＳ－Ｒ－２、ＧＳ－Ｇ－２．１）において、緊急防護措置の実施のための

敷地外の緊急時の範囲として、以下の２つが示されている。

○ 重篤な確定的健康影響のリスクを実質的に低減するために、施設の状況に基づいて、放射
性物質の放出前又は直後に予防的防護措置が取られることを目標として整備する予防的
措置範囲（PAZ： Precautionary Action Zone）

○ 国際基準にしたがって敷地外の線量を回避するために、迅速に緊急防護措置が取られるよ
う整備する緊急防護措置計画策定範囲（UPZ： Urgent Protective Action Planning Zone）

（範囲等については後述）
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「防災指針」の主な改訂内容
４ー２．PAZ/UPZと我が国の現状

○ 予防的措置範囲（PAZ）については、防災指針に同様の趣旨のものは明確には規定されていないもの
　　の、我が国においては、訓練等において実体的に考慮されている現状を踏まえ、新たに特定の範囲を
　 設定する必要はないが、放出前又は直後の予防的な防護対策を実施することの有効性については

指摘しておくが必要。

○ 緊急防護措置計画策定範囲（UPZ）については、検討の結果、現在の防災指針において規定されて
　　いる「防護対策を重点的に充実すべき地域（EPZ）」と設置の趣旨等がほぼ同等であり、現防災指針
　　にあえて追加的な措置を盛り込む必要はないものと考えられ、また、ＥＰＺの名称についても、既に定着
　　していることを踏まえれば、変更する必要はないと判断した。

○ これらの状況をふまえ、以下のとおり記述を追記することとした。

第５章災害応急対策実施のための指針
５－３防護対策のための指標
（１）屋内退避及び避難等に関する指標

（中略）
また、放射性物質の放出前又は放出後直ちに、地域の実情や異常事態の態様及び今後

の見通し等によっては、予防的に屋内退避あるいは避難等の対策を実施することも有効である。
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「防災指針」の主な改訂内容
５．防護対策実施の判断基準となる線量

○ 防護対策（屋内退避／避難）実施の判断基準となる線量について、ＩＡＥＡ文書等においては、防護
　　対策の指標として、ある対策を講じた場合に回避することができる線量（回避線量）で記載。これに対
　　し、防災指針においては、その指標を予測線量で示しているところ。

○ 防護対策に関する正当化及び最適化の原則から防護対策の実施の判断に係る指標としては、回避
　　線量が用いられるが、原子力災害発生時においては防護対策の実施期間を定めて求めた回避線量
　　より、一定の期間を定めて求めた予測線量を防護対策指標と比較し、防護対策の実施を判断した方
　　がより安全側の対応になる。

○ 以上を踏まえ、以下を追記。

第５章災害応急対策実施のための指針　

５－３ 防護対策のための指標

【脚注４】
　ＩＡＥＡ等の文書において、防護対策（屋内退避／避難）の指標は、ある対策を講じた場合に回避することがで
きる線量（回避線量）で記載されている。一方、防災指針においては、予測線量を用いている。これは、原子力
災害発生時においては防護対策の実施期間を定めて求めた回避線量より、一定の期間を定めて求めた予測
線量を防護対策指標と比較し、防護対策の実施を判断した方がより安全側の対応になるためである。
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「防災指針」の主な改訂内容
６．安定ヨウ素剤の予防服用と他の防護対策の関係の明記

安定ヨウ素剤の予防服用について、以下を追記。

　　放射性ヨウ素による内部被ばくにのみ対応する対策であること。

　　屋内退避、避難等の他の防護対策を補完するものとして明確に位置づけること。

　　実施に当たっては、技術的な観点、実効性、地域の実情を考慮して、他の防護対
策の実施とともに判断する必要があること。
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今後の取組み
～関連する指針等の見直しについて～

○ 最新の技術的な進展等を踏まえた改訂をより適切に実施するため、今般の改訂において、
環境放射線モニタリング、緊急被ばく医療については、関連する指針及び報告書等を参照
する旨記載。

○ これを踏まえ、平成１９年５月２４日の原子力安全委員会において、

・ 放射線防護専門部会長に対し、「環境放射線モニタリングに関する指針」及び「緊急時
放射線モニタリング指針」について

・ 原子力施設等防災専門部会長に対し、「緊急被ばく医療のあり方について」について

最新の技術的な進展等を踏まえた改訂の必要性について検討し、必要がある場合には、
速やかに改訂を行った上で、当委員会に報告するよう指示を行うことを決定。

○ 検討会を設置し検討開始。

　 ・ 平成１９年６月２２日の第６回環境放射線モニタリング中央評価分科会において、環境

　　　放射線モニタリング指針検討会を設置。

　 ・ 平成１９年６月１９日の第１８回被ばく医療分科会において、緊急被ばく医療のあり方に

　　　ついての検討会を設置。
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　 今後とも、より実効性の高い原子力防災対策の構築に向け、

　 － 原子力防災に係る国際機関等の検討を参考とするとともに、

　 － 最新の知見や原子力防災訓練等を通じて得られた経験を

　　　 反映するために、

　

原子力安全委員会として、必要に応じ、防災指針の見直し等を行うこ
とが重要。

今後の課題



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000500044004600206587686353ef901a8fc7684c976262535370673a548c002000700072006f006f00660065007200208fdb884c9ad88d2891cf62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef653ef5728684c9762537088686a5f548c002000700072006f006f00660065007200204e0a73725f979ad854c18cea7684521753706548679c300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /JPN <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b370c2a4d06cd0d10020d504b9b0d1300020bc0f0020ad50c815ae30c5d0c11c0020ace0d488c9c8b85c0020c778c1c4d560002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken voor kwaliteitsafdrukken op desktopprinters en proofers. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents for quality printing on desktop printers and proofers.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /NA
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure true
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /LeaveUntagged
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


